




吉 田 誠 1) ・ 今 野 優 実（５と６の一部を執筆）2) 
 1）山形大学地域教育文化学部児童教育コース 2）山形大学附属中学校 
 





















































































































































































































































































































































































































































































































































また，先に示した 2 つのグループについては，生徒A についてワークシートの提出がないためグルー
プの話し合いでの発言のみによる評価となるが，最初のグループの生徒A は個人主義的段階，生徒B は
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増してゆく９つの段階」，『トランスパーソナル学研究』第 15 号，2018年，57-96 頁）も参照した。 
７ 吉田誠・逸見裕輔「コンピテンシー・モデルとホワイトボード・ミーティング®によるエピソード評
価―学級目標達成に向けた道徳科単元学習における指導と評価の一体化の試み―」，『道徳と教育』第 338
号，2020年，121-131頁。 
８ 前掲，131頁。 
９ 各段階の特徴と発達課題の記述についてはクックグロイターの論文を参考に筆者が作成したが，特徴
の記述に関して，子どもたちの実態と重ねてみたときに例えば，自意識的段階の「論争を好む」，「自分
への批判が自分の全人格に対する叱責に捉えられやすい」といった記述について違和感を覚えるとの指
摘が中学校教諭からなされている。これは，本文で前述したようにクックグロイターの研究が米英の成
人を対象にしたものであり，欧米との文化や国民性の違いや大人と小中学生の生活環境の違いによるも
のと考えられる。そのため，各段階の記述を我が国の子どもたちに適用する際，違和感を覚える部分に
ついては，「論争を好む」を「自分の意見を主張し続ける」，「自分への批判が自分の全人格に対する叱責
に捉えられやすい」を「自分の意見に対する賛成反対を自分に対する好悪の表れと捉えやすい」のよう
に修正して捉える必要がある。 
１０ 今回の授業で見られた規則志向的段階から個人主義的段階の生徒の発言やワークシートの記述の特
徴は以下のとおりである。なお，生徒の発言やワークシートの記述内容が複数の段階に当てはまる場合
にはその中で最も高い段階と評価した。 
規則志向的段階：「言いつけを守る」のように理由や根拠なしに無条件に規則に従う傾向のある発言や記
述が見られる。教材や教師，他の生徒のよい発言をそのまま記述する。 
順応的段階：周囲の目を意識する記述が見られる。よいことを言おうとするため建前的な発言や記述が
見られる。 
自意識的段階：第三者的（客観的）な視点からの発言や記述が見られる。自分の意見を明確に述べ，対
立する意見に批判的な捉え方を示すが一面的な捉え方になりがちである。自分の意志を優先するが規範
意識も備えていることが伺える発言や記述が見られる。複数の選択肢を示すがそれらに優先順位をつけ
られない傾向が見られる。 
良心的段階：内省的で，「罪悪感」「つらさに打ち勝つ」，「我慢する」などの内面的表現が見られる。将
来起こりうることを予期した時間的展望を含む表現や記述が見られる。自分の信念や良心の限界に気づ
き始めている傾向が表現や記述に見られることがある。 
個人主義的段階：「正しさ」の視点の多様性を受け入れた発言や記述が見られる。人それぞれの選択や判
断を尊重する発言や記述が見られる。良心や社会規範にとらわれず自分で判断する傾向が発言や記述に
見られることがある。 
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